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 2月10（火）に本部棟大会議室において「ロールモデル講演会」を開催

し、学部生・大学院生と教職員をあわせて16名の参加がありました。 

 今回のロールモデル講演会では2名の方に講師を務めていただきました。 

 古澤貴子氏（アピ株式会社長良川リサーチセンター）は「自分がワクワク

できる世界を大切に」と題して、大学院での研究と就職活動の関連や入社

後の新人時代の仕事について、また、仕事のやりがいや仕事と生活のバラ

ンスの取りかたについても講演なさいました。 

 丸山広恵氏（アピ株式会社事業戦略室）は「学生～就職～現在『働く環境

とモチベーション』」と題して、大学院での研究と就職活動の関連や現在

の仕事内容、また、入社後に取得した博士学位や子育てをしながらの勤務

における心構えや工夫についてもお話しされました。 

  お二人の講演の後には、荒木陽子氏（アピ株式会社キャリアアップ推進室長）から就職活動を控え

る学生にむけて、就職にあたっての心構えや企業が求める人物像についての講演がありました。 

▲講演をする丸山広恵氏 ▲質問に答える古澤貴子氏 ▲熱心に講演に耳を傾ける受講者たち 

 学生のみなさんにとっては、今回のロールモデル
講演会への参加が、企業で研究を行う姿を具体的に
イメージすることのできる機会となったようです。 

▲▼真剣に質問をする受講者と的確に答える講師の様子 

ロールモデル講演会 

 講演会終了後には、講

師と学生の交流会が開催

され、企業選びのポイン

トや企業での研究活動等

についての質疑応答が活

発になされました。 

社会で働いている人から実際の
お話を聞くことができ、働くこ
とに対し少しイメージができた。
また、子育てと仕事を両立して
いる人のお話を初めて聞くこと
ができて良かった。 
それぞれのライフステージ別の
お話が聞けて良かった。 

・ 

・ 

受講者の声 
（アンケートから） 
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カモミール月暦（室長からのメッセージ） 
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副学長（多様性人材活力推進担当） 林 正子 

ぎふ清流参画ネット 

  現在の日本が直面する課題として、「地方創生」と「女性の活躍推進」が頻繁に取り沙汰されてい

ますね。 そのようななか、 2月7日（土）、中津川市健康福祉会館で開催された標記学習会に、コー

ディネーターとして参加しました。 

 前半の講演会では、人口減少対策5カ年計画「まち・ひと・しごと創成総合戦略」（閣議決定）の

趣旨を受けて、すなわち、「東京一極集中」の是正、若い世代の就労・結婚・子育ての希望実現、地

域の特性に即した地域課題の解決というテーマのもとに、なぜ「女性の活躍」が重要なのかについて

お話しさせていただく機会を得ました。 

 講演にあたっては、全国知事会（男女共同参画プロジェクトチーム）による提言（2014年7月）

「女性も男性も共に働き共に育むことのできる社会 〜 女性の活躍 ウーマノミクスで日本を変える 

〜 」を参照しました。男女共同参画プロジェクトチームによる見事な課題整理と実効性のある諸提言

について、皆さんもぜひご一読ください。 

http://www.nga.gr.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/3/0717.pdf 

 後半では、ご参加いただいた29名の地元の方々と4名の中津川市定住推進部市民協働課スタッフの

方々とともに、ワールド・カフェ方式により、地域で女性が元気に活躍するための環境づくりや、女

性の活躍が地域に与える影響・効果など、「女性が活躍するためのアイデア」について協議しました。 

 「“カフェ”にいるようなリラックスした雰囲気のなか、参加者が少人数に分かれたテーブルで自

由に対話を行い、ときどき他のテーブルとメンバーをシャッフルしながら話し合いを発展させてい

く」（『人事労務用語辞典』）という手法は、最近随所で活用されるようになりましたが、今回の学

習会でも、参加者全員が、グループの人々の経験談を聴くとともに、率直な意見を伝えることによっ

て、場の一体感を満喫しました。 

 一朝一夕に解決を得ることはできませんが、「地方創生」に向けた「女性の活躍推進」のための諸

課題を地域の方々と共有し、具体的な方策について協議することの有意義を、しみじみと実感するこ

とになった、中津川での素敵な一日でした。 

中津川市男女共同参画学習会「女性が活躍する地域づくり」参加報告 

岐阜大学男女共同参画推進室は、今後も県内自治体と連携して取り組みを進めていきます。 

 第1部は、「女性が活躍する社会とは」という
主題のもとで、グループごとにKJ法を用いて、
「女性の社会進出によりどのような影響がある
か」、「女性の社会進出のためには何を行えばよ
いか」を実施策も含めて考えました。   
  

 2月9日（月）に、ぎふ清流参画ネット（岐阜県内自

治体男女共同参画意見交換会）を開催しました。男女

共同参画推進室では、平成23年度から県内自治体の

男女共同参画担当者を対象に意見交換会を開催してい

ます。4回目の今回は、県内の15自治体、1教育機関

から計22名、学内から10名の参加がありました。 

第2部は、グループディスカッション（意見交換会）を行
い、各自治体での「男女共同参画推進の上でのお困りの
点」、「地域連携による男女共同参画推進の方策」につ
いての意見交換を行いました。意見交換会の最後には、
各グループでの議論を全体で共有しました。 



 

1.  岐阜大学男女共同参画推進室HPから「人財バンク」のページへ 

2.  「人財バンク利用申込書」に必要事項を記入 

3.  利用申込書を男女共同参画推進室までメールまたはFAXで送付 

4.  人財バンクリスト（登録者一覧）の中から研究支援者候補を選定 

   ＊人財バンクリストは原則として男女共同参画推進室で閲覧 をお願いします。 

5. 研究支援者候補との面接を実施 

  ＊候補者との面接実施に関わる諸連絡についてはご自身でお願いします。 

6.  人財バンク経過報告書を提出 
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人財バンクご案内  

学生アシスタントご紹介 

 私は現在、工学研究科物質工学専攻博士課程の学生です。岐阜大

学には学部1年から在籍しています。継続して修士課程、博士課程

と本学で学んできました。私の学科では半数以上が修士へ進学する

ため、その際は迷いませんでしたが、博士課程への進学の際は親の

反対や就職に関する不安などがあり、非常に悩みました。しかし、

現在おこなっている研究により深く携わっていきたかったため、今

進学しなければ将来きっと後悔すると思い、決意しました。 

 現在は研究室の先生方だけではなく、他の先生方にも指導を仰ぐことができ、とても恵まれた環

境で、充実した研究生活を送っています。進学等で悩んだ際には、今だけでなく将来にわたって、

いかに悔いなき選択ができるか、ということが重要であると実感しています。私が経験してきたこ

とで、皆さんのお役に立てることがあれば幸いです。気軽に相談や質問にいらしてください。 

▲ 林室長から任命書を受け取る山口さん 

 カモミール・カフェにて学生相談をおこなっている学生アシスタントに、新たに山口きららさん

（工学研究科）が加わり、今までの山本彩織さん（連合農学研究科）と2名体制になりました。 

工学研究科物質工学専攻 山口 きらら 

 「女性研究者支援のための岐阜大学人財バンク」は、研究補助員等を求める求人者（学内研究

者）からの人材照会に応じるとともに、研究を中断している女性研究者が研究補助員等としてそ

の専門性を活かして再チャレンジすることを支援するものです。研究補助員等をお探しの研究者

の方は、是非お申し込みください。研究補助員等をお探しの男性研究者の方も利用できます。 

 学士以上の学位を有し、実験補助・研究データ解析・統計処理・資料作成・

文献調査等ができる専門的な知識と技能を有する女性 

（常勤的な職に就いている者は除く） 

★このような方たちが登録されています★ 

利用方法 

学内の研究者の皆様へ 
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/~sankaku/ 

〒501-1193 岐阜市柳戸1-1  Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396  Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

  

地域科学部 社会活動演習 
「地域の子育て支援」プロジェクト 

鬼に変装♪今日は楽しい節分会！ っと思ったら⁈ こわ～い鬼が大暴れ！ でも大丈夫♪ 福の神登場！怖い鬼は退散しました♪ 

保育園たより 

2月3日 

 2月11日（水）に地域科学部社会活動演習の一環である『岐大生と一緒に遊んで・学んで・ダン

スをしよう！』が、岐阜大学地域科学部地101講義室において開催されました。    

 当日は、子どもと保護者をあわせて15名の参加がありました。イベントの企画・進行は全て社会

活動演習を受講する学生が務め、○×クイズ、風船バレーボール、“ようかい体操第一”ダンスが行

われました。参加したお子さんは○×クイズや風船バレーボールを学生と一緒に楽しんだ後、保護者

に披露するためのダンスを練習しました。保護者に向けては、近藤先生による「“ぐっすり睡眠、

すっきり目覚め”で学力アップ！」と題した講演も行われました。最後には子どもたちが練習したダ

ンスを保護者に披露することができ、参加者全員が笑顔のなかでイベントを終えることができました。 

 学生たちにとっては、自主的な企画・運営を経験することで、子育て支援に関する理解を深める機

会となったようです。 

▲参加スタッフ集合写真 ▲講演会の様子 

▲○×クイズの様子 ▲ダンス披露の様子 

左：佐藤菜央さん  
中：桑原大知さん 
右：小芝啓太さん 

短期間でしたが、集中して準
備をすることができました。み
んなに感謝しています（小芝） 


